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本レポートは、日本の大手新聞社である朝日新聞社および日本経済新聞社が、米国の生成 AI
（人工知能）事業者 Perplexity AI を相手取り東京地方裁判所に提起した共同訴訟を深掘りし、

その背景、法的論点、戦略的含意、そして広範な影響を分析するものである。この訴訟は、先

行する読売新聞社の提訴に続くものであり、日本の報道業界が生成 AI の脅威に対して組織的か

つ統一的な法的対応を開始したことを示す重要な転換点である。 

本件の中核には、日本の著作権法第 30 条の 4 が定める、いわゆる「機械学習パラダイス」の

解釈を巡る法廷闘争が存在する。原告各社は、Perplexity による記事の無断収集と要約文の提

供が、単なる情報解析（学習段階）を超え、著作物の「享受」を目的とし、かつ著作権者の利

益を「不当に害する」違法行為であると主張している。特に、利用者が元サイトを訪問するこ

となく情報を得てしまう「ゼロクリック検索」は、報道機関のビジネスモデルを根底から覆す

存亡の危機と見なされている。 

さらに、本訴訟は単なる著作権侵害の主張に留まらない。生成された回答に誤情報が含まれ、

それが原告各社のクレジット付きで表示されることは、報道機関の生命線である「信頼性」を

著しく毀損する不正競争行為であるとの主張も含まれており、多角的な法的戦略が窺える。 

この動きに対し、Perplexity は当初の対決姿勢から一転し、訴訟圧力の中で新たな収益分配モ

デル「Comet Plus」を発表した。これは、法廷での防御と同時に、報道機関との関係を再定義

しようとする戦略的転換である。 

本レポートは、これらの動向を、ニューヨーク・タイムズ対 OpenAI 訴訟などの国際的な文脈

の中に位置づけ、技術革新と知的財産保護のバランスを問うこの世界的な対立の最前線とし

て、日本の訴訟が持つ重大な意味を解き明かす。裁判所の判断は、日本の AI 開発環境の未来を

左右するだけでなく、世界のコンテンツ制作者と AI プラットフォームの新たな関係性を規定す

る試金石となるだろう。 



 

第 1 章 日本メディアの攻勢：Perplexity AI に対する組織

的な法的挑戦 
 

 

1.1. 朝日・日経共同訴訟の解剖：原告、被告、そして中核となる主張 
 

2025 年 8 月 26 日、朝日新聞社と日本経済新聞社は、米国の新興企業 Perplexity AI を被告と

して、東京地方裁判所に共同で訴訟を提起した 1。この訴訟は、日本の報道業界が生成 AI によ

るコンテンツ利用に対して、断固たる姿勢で臨むことを明確に示す象徴的な出来事である。 

第一の主張：著作権侵害 
訴訟の核心は、Perplexity が原告各社の許諾を得ることなく、サーバーに収録された記事コン

テンツにアクセスし、複製・保存した上で、記事を要約した文章を利用者に提供し続けた行為

が著作権を侵害するという主張である 2。具体的には、著作権法で保護される複製権、翻案

権、公衆送信権の侵害が指摘されている 2。この行為は、遅くとも 2024 年 6 月頃から継続的

に行われていたとされる 4。 
第二の主張：不正競争および信用の毀損 
本訴訟の戦略的な深みを示すのが、著作権侵害に加えて不正競争行為を主張している点であ

る。Perplexity が生成する回答は、引用元として原告各社の社名や記事タイトルを表示しなが

らも、実際の内容とは異なる虚偽の情報を多数含んでいたとされる 2。情報の正確性を生命線

とする新聞社にとって、これは自社のブランドと信頼性を著しく傷つける行為であり、不正競

争防止法上の不正競争行為に該当すると原告は主張している 2。 
要求する救済措置 
これらの侵害行為に対し、原告両社は、記事コンテンツの複製・送信の差し止め、サーバーに

保存された記事データの削除を求めている 2。さらに、損害賠償として、それぞれ 22 億円、合

計 44 億円の支払いを請求している 1。 
 

1.2. 先駆者に続き：先行する読売新聞訴訟との比較分析 
 

朝日・日経の共同訴訟は、単独で発生したものではない。これは、2025 年 8 月 7 日に読売新

聞グループ 3 社（東京本社、大阪本社、西部本社）が同じく Perplexity を相手取り、東京地裁



に提訴した動きに続くものである 2。この読売新聞による提訴は、日本の大手報道機関が生成

AI 事業者を訴えた初のケースとして、業界全体の注目を集めた 13。 

両訴訟には顕著な共通点が見られる。読売新聞もまた、著作権侵害を主な理由として、記事利

用の差し止めと約 21 億 680 0 万円の損害賠償を請求している 11。読売側の訴状では、20 25 年

2 月から 6 月の間に約 11 万 9 千件の記事が無断で利用されたと具体的に指摘されている 15。 

これらの訴訟に共通する根源的な不満は、Perplexity が報道機関の「多大な時間と労力を費や

して取材・執筆した記事」という知的財産に対し、正当な対価を支払うことなく、大規模かつ

継続的に「ただ乗り（free loading）」しているという認識である 6。被告が同一であること、

そして主張の根幹が共通していることから、これらの一連の提訴は、個別の紛争ではなく、日

本の報道業界全体が共有する危機感に基づく、協調的かつ戦略的な攻勢と分析できる。 

 

表 1：日本のメディア各社による Perplexity AI に対する訴訟の比較概要 

 

項目 読売新聞 vs . Pe rplexity AI 朝日新聞・日本経済新聞 vs . 
Pe rplexity AI 

原告 読売新聞東京本社、大阪本

社、西部本社 
朝日新聞社、日本経済新聞

社 

提訴日 20 25 年 8 月 7 日 20 25 年 8 月 26 日 

裁判所 東京地方裁判所 東京地方裁判所 

主な法的請求 著作権侵害（複製権、公衆

送信権） 
著作権侵害（複製権、翻案

権、公衆送信権）、不正競

争行為 

請求損害賠償額 約 21 億 680 0 万円 44 億円（各社 22 億円） 

申立内容の詳細 約 11 万 9 千件の記事の無 記事の無断利用、信頼性を



断利用 毀損する虚偽情報の生成 

この一連の動きが持つ意味は大きい。特に、論調において左派的とされる朝日新聞と、経済報

道を主軸とする日本経済新聞という、通常は競争関係にある両社が共同で提訴に踏み切った事

実は、極めて重要である 6。これは、生成 AI がもたらす事業モデルへの脅威が、個別の編集方

針やイデオロギーを超えた、報道業界全体の存続に関わる「共通の敵」として認識されている

ことを強く示唆している。この異例の共闘は、司法、政府、そして世界の AI 業界に対し、日本

のジャーナリズムが一枚岩となってこの問題に対峙しているという強力なメッセージを発信す

るものである。 

さらに、著作権侵害という新規性の高い論点に加え、信用毀損や不正競争行為という、より伝

統的で立証の道筋が明確な主張を組み合わせた法廷戦略は、非常に洗練されている。AI と著作

権を巡る法解釈がまだ流動的である中、報道機関の根幹的価値である「信頼性」への損害を問

うことで、原告側は複数の勝利への道筋を確保しようとしている。これにより、Perplexity は

単なる著作権侵害者としてだけでなく、公共の情報基盤を脅かす存在としても位置づけられる

ことになり、訴訟の社会的・倫理的な側面が強調されている 2。 

 

第 2 章 法廷という戦場：AI 時代の著作権法を巡る攻防 
 

 

2.1. 「機械学習パラダイス」のパラドックス：著作権法第 30 条の 4 の深

層分析 
 

日本の報道機関と Perplexity の対立の核心には、2018 年の改正で導入された著作権法第 30 条

の 4 の解釈が存在する。この条文は、著作物に表現された思想または感情の「享受」を目的と

しない利用、例えば情報解析や AI 開発のための機械学習などであれば、原則として著作権者の

許諾なく著作物を利用できると定めている 17。この規定により、日本は AI 開発に必要な大量の

データを合法的に利用しやすい環境であるとされ、一部では「機械学習パラダイス」と称され

てきた 21。 

Perplexity 側は、自社の行為がまさにこの条文に保護される「情報解析」であると主張する可

能性が高い。つまり、記事データの収集・複製は、あくまで AI モデルを学習させるための非享

受目的の行為であるという論理である。 



しかし、新聞社側はこの解釈に真っ向から異議を唱える。彼らの主張は、Perplexity のサービ

ス全体を一体として評価すべきだという点にある。Perplexity の最終的な目的は、AI モデルを

学習させること自体ではなく、そのモデルを使って利用者に要約文という形で情報コンテンツ

を提供することにある。利用者はその要約文を読むことで、元記事の内容を「享受」してい

る。したがって、学習から生成・提供に至る一連のプロセスは、全体として「享受」目的を内

包しており、第 30 条の 4 の保護対象外であると主張するだろう 17。この「学習段階」と「生

成・利用段階」の切り分け、あるいは一体性の評価が、本訴訟における最大の法的争点とな

る。 

 

2.2. ただし書きの威力：「著作権者の利益を不当に害する」ことの定義 
 

第 30 条の 4 には、その適用を制限する極めて重要な「ただし書き」が存在する。それは、た

とえ非享受目的の利用であっても、「当該著作物の種類及び用途並びに当該利用の態様に照ら

し著作権者の利益を不当に害することとなる場合」は、この権利制限規定の対象外となるとい

うものである 17。 

新聞社側は、Perplexity のサービスがまさにこの「ただし書き」に該当すると強く主張する。

Perplexity は、有料会員限定記事を含むコンテンツを要約し、利用者の問いに直接答えること

で、ユーザーが新聞社のウェブサイトを訪れる動機を奪う 2。これは、広告収入や有料購読と

いった報道機関の主要な収益源を直接的に脅かすものであり、既存のビジネスモデルと競合す

る代替サービスを提供しているに等しい。これこそが「著作権者の利益を不当に害する」典型

例であるというのが原告の論理である 13。 

文化庁が示した「AI と著作権に関する考え方について」でも、このただし書きは、著作権者の

著作物の利用市場と衝突するか、将来の潜在的な販路を阻害するかという観点から判断される

べきだと示唆されている 23。新聞社は、自社のウェブサイトがまさにその「利用市場」であ

り、Perplexity の行為がそれを破壊していると訴えることになる。 

 

2.3. 門番の無視：robots.txt の迂回が持つ法的な意味 
 

原告各社は、自社サイトに robots.txt というファイルを設定することで、クローラーによる自

動的なデータ収集を拒否する意思を技術的に明示していたと主張している 2。そして、

Perplexity はこの技術的な指示を無視してコンテンツの収集を続けたと非難されている 2。 



robots .txt は法的な拘束力を持つ契約ではないが、ウェブサイト運営者の意思を機械が読み取

れる形で明確に示す、国際的に確立されたプロトコルである。日本新聞協会も、AI 事業者は

robots .txt を順守すべきであるとの声明を発表している 28。法廷において、この 

robots .txt の無視は、Perplexity の行為が悪意に基づき、意図的であったことを示す強力な証

拠として提示されるだろう。これは、Perplexity の行為が第 30 条の 4 の例外規定を誠実に適

用しようとするものではなく、むしろ著作権者の利益を意図的に害するものであったという心

証を裁判官に与え、前述の「ただし書き」適用の判断を原告側に有利に導く重要な要素となり

得る。 

 

表 2：法的請求と防御の論点整理 

 

法的論点 原告（新聞社）の主張 被告（Perplexity）の想定さ

れる防御 

AI 学習段階（データ収集・

複製） 
Perplexity の事業全体が利

用者の「享受」を目的とし

ており、学習段階もその一

部として違法。robots .txt
の無視は悪意の証左。 

データ収集・複製行為は

「情報解析」目的であり、

著作権法 30 条の 4 で許容

される非享受目的の利用。

robots .txt は法的な障壁で

はない。 

AI 生成・利用段階（回答提

供） 
要約文（翻案物）を公衆に

送信する行為であり、複製

権・翻案権・公衆送信権の

直接的な侵害。利用者の

「享受」が目的であること

は明白。 

直接的な複製ではなく、変

形的（transformative）な

要約を提供している。これ

は検索の進化形であり、情

報提供として保護されるべ

き活動。 

30 条の 4 ただし書きの適

用 
「ゼロクリック検索」によ

り、広告・購読収入を奪

い、ビジネスモデルを直接

的に破壊するため、「著作

権者の利益を不当に害す

我々のサービスは技術革新

を促進し、新たな価値を創

造している。Comet Plus
等の収益分配モデルを通じ

て、その価値を還元しよう



る」場合に該当。 と努めている。 

不正競争行為 虚偽情報を我々の名の下で

生成・表示する行為は、ブ

ランド価値と信頼性という

重要な商業的資産を毀損す

る不正競争行為である。 

誤情報の生成は発展途上の

技術における意図せざる副

産物。引用元リンクを提供

しており、利用者は事実確

認が可能である。 

この一連の訴訟は、20 18 年の著作権法改正が意図した、日本の AI 開発における競争優位性を

確保するという国家戦略に対する初めての本格的な司法審査となる。裁判所の判断は、日本の

「機械学習パラダイス」を再確認するか、あるいは「不当な利益侵害」の範囲を広く解釈する

ことで、その楽園に大きな制約を課すことになるだろう。その判決は、世界の AI 開発者に対

し、日本が AI 学習にとって依然として寛容な市場であるか否かを示す重要なシグナルとなる。 

同時に、本件はグローバルな「法的裁定取引（リーガル・アービトラージ）」のジレンマを浮

き彫りにする。米国企業である Perplexity が、他国では法的リスクが高い行為を、日本の寛容

な法制度（第 30 条の 4）を盾に正当化しようとしている構図である。もし日本の裁判所が新

聞社側の主張を認めれば、それは世界中の同様の訴訟に影響を与え、AI 企業は最も寛容な国の

法制度ではなく、最も厳格な国の法制度をグローバル基準として準拠せざるを得なくなる可能

性がある。それは、単一国家の「パラダイス」が、グローバルな事業展開の前では意味をなさ

なくなる可能性を示唆している。 

 

第 3 章 「ゼロクリック」の脅威：報道メディアのビジネ

スモデルを揺るがす存亡の危機 
 

 

3.1. 「道案内」から「種明かし」へ：生成 AI が解体するウェブトラフィ

ック経済 
 

この法廷闘争の根底には、報道機関のビジネスモデルそのものを揺るがす、深刻な経済的脅威

が存在する。従来の Google のような検索エンジンは、報道機関にとって「道案内



（signpost）」の役割を果たしてきた 17。検索結果に表示される記事の見出しや短い抜粋は、

利用者を各新聞社のウェブサイトへと誘導し、そこで発生するトラフィックが広告収入や有料

購読契約へと繋がっていた。 

しかし、Perplexity のような生成 AI を用いた「アンサーエンジン」は、全く異なる役割を果た

す。それは「種明かし（secre t- reveale r）」である 29。複数の情報源（記事）の内容を AI が吸

収・統合し、要約された完成形の「答え」を自らのプラットフォーム上で提示する。これによ

り、利用者は問いに対する満足な回答を得てしまい、もはや情報源である元の記事をクリック

して訪れる必要がなくなる 13。 

この「ゼロクリック検索」と呼ばれる現象こそが、報道業界にとって最大の経済的脅威である 
13。それは、コンテンツ制作（ジャーナリズム）にかかるコストを報道機関に負わせながら、

その成果物から生まれる価値（利用者のエンゲージメント）を AI プラットフォームが独占する

構造を生み出す。コンテンツ制作とその収益化の間の不可欠な連鎖が、この技術によって断ち

切られてしまうのである。 

 

3.2. 業界の声：日本新聞協会の見解分析 
 

この危機感は、個々の新聞社だけでなく、業界全体で共有されている。日本新聞協会は、生成

AI による報道コンテンツの無断利用を「報道機関の努力へのタダ乗り」と断じ、断じて許容さ

れるべきではないと繰り返し強い声明を発表してきた 2。 

同協会は、検索連動型の生成 AI サービスが従来の検索サービスとは機能的に全く異なるもので

あり、そのコンテンツ利用は著作権法が定める「軽微な利用」の範囲を逸脱した違法なもので

ある可能性が高いと指摘している 28。そして、AI 事業者に対し、 

robots.txt を順守し、コンテンツを利用する際には報道機関から許諾を得るよう強く要求する

とともに、政府に対しても法整備を急ぐよう求めている 28。 

 

3.3. 民主主義の赤字：ジャーナリズムへの投資を保護すべきという大義 
 

新聞各社は、この問題を単なる企業間の利益相反としてではなく、社会全体の利益に関わる問

題として位置づけている。彼らの主張は、もし質の高いジャーナリズムを支える経済的基盤が

AI によって蝕まれれば、信頼できる情報の生産能力そのものが低下し、最終的には国民の「知



る権利」が損なわれるというものである 2。 

原告各社は共同声明の中で、「事実を正確に伝えようとする全ての報道機関を疲弊させ、ひい

ては民主主義の根幹を揺るがしかねない」とまで踏み込んでいる 6。この主張は、法的な論点

を、社会の健全性を維持するためのジャーナリズム保護という、より高次の次元へと引き上げ

る効果を持つ。 

この対立は、技術による典型的なバリューチェーンの破壊事例として分析できる。かつて報道

機関は、コンテンツの「制作」「パッケージング（ウェブサイト）」「収益化（広告・購

読）」という一連のプロセスを支配していた。生成 AI はこれを分離する。コンテンツを要約す

ることでその価値を均質化（コモディティ化）し、利用者のエンゲージメント、すなわち収益

化の最大の機会を、報道機関のサイトから自らの AI インターフェースへと移転させる。今回の

訴訟は、この新しいバリューチェーンの中に、コンテンツ制作者への対価という「料金所」を

法的に再設置しようとする試みなのである。 

この対立の全体像は、AI とメディアの関係性を定義するための「物語戦争」として捉えること

もできる。メディア側は、AI を「ただ乗り」「読者を奪う」存在、すなわち「寄生者（パラサ

イト）」として描く 6。対する AI 企業、特に Perplexity は、「新たなビジネスモデル」「収益

分配」といった言葉を使い、自らを新たな「共生者（シンビオート）」として再定義しようと

試みている 16。法廷闘争とそれに続く市場の進化が、どちらの物語に正当性を与えるかを決定

し、今後の両業界間のあらゆる交渉の力学を規定することになるだろう。 

 

第 4 章 グローバルな対立：国際的な判例と各国の規制動

向 
 

日本の訴訟は、孤立した現象ではない。それは、生成 AI とコンテンツ制作者との間で繰り広げ

られている世界的な対立の一環である。この問題を理解するためには、国際的な文脈の中に日

本の事例を位置づける必要がある。 

 

4.1. 米国の戦線：ニューヨーク・タイムズ対 OpenAI 訴訟からの教訓 
 

最も注目すべき並行事例は、米国のニューヨーク・タイムズ（NYT）が OpenAI とマイクロソ

フトを相手取って提起した大規模な著作権侵害訴訟である 34。NYT は、自社の膨大な記事アー



カイブが、許諾なく ChatGPT のモデル学習に利用されたと主張している。 

しかし、米国での法的な争点は、日本のものとは異なる。日本の訴訟が著作権法第 30 条の 4
という具体的な条文の解釈に焦点を当てるのに対し、米国の訴訟は「フェアユース（公正な利

用）」という、より柔軟で判例に依存する法理を巡って争われる 13。AI による利用が、元の著

作物を変容（transformative）させる新たな創作活動と見なされるかどうかが、判断の分かれ

目となる。Perplexity 自身も、米国では News Corp（ウォール・ストリート・ジャーナルな

ど）や Forbes といった大手出版社から同様の訴訟を起こされており、法域を問わず一貫して

メディアとの対立構造にあることがわかる 6。 

 

4.2. 中国の判例：「ウルトラマン事件」とサービス提供者の責任 
 

生成 AI サービス提供者の責任に関して示唆に富むのが、中国の広州インターネット裁判所が下

した、通称「ウルトラマン事件」の判決である 41。この事件では、AI が生成した画像が「ウル

トラマン」の著作権を侵害したとして、AI サービスを提供していた事業者の責任が認められ

た。 

この判決の重要な点は、被告が自ら AI モデルを開発・学習させたわけではなく、他社の API
を利用してサービスを提供していたにもかかわらず、侵害を防止するための注意義務（キーワ

ードフィルタリングなど）を怠ったとして、責任を問われたことである 41。これは、生成 AI の
文脈においてサービス提供者の責任を明確に認めた先例であり、日本の裁判においても、

Perplexity が同様の注意義務を負うべきだったと主張する際の参考とされる可能性がある。 

 

4.3. 多様な戦略：訴訟からライセンス契約まで 
 

全ての報道機関が訴訟という対決姿勢を選んでいるわけではない。一部のメディアは、AI 企業

との提携という道を選択している。OpenAI は、News Corp やドイツのアクセル・シュプリン

ガーといったメディア大手と、コンテンツ利用に関するライセンス契約を締結している 44。AP
通信も同様の契約を結んでおり、これは対立に代わるもう一つの解決策が存在することを示し

ている 45。 

この状況は、報道業界に戦略的なジレンマを生み出している。訴訟によって業界全体で団結す

れば、AI 企業に対して最大限の圧力をかけることができる。しかし、個別のライセンス契約

は、目先の収益を確保できる一方で、業界全体の交渉力を弱め、足並みを乱す結果に繋がりか



ねない 45。 

 

表 3：AI とニュースコンテンツの著作権に関する国際的アプローチの比較 

 

法域 主要な法的枠組み 主要な訴訟・判例 業界の主要戦略 

日本 著作権法第 30 条の

4（非享受目的利用

の例外） 

読売・朝日・日経 
vs . Pe rplexity 

協調的な訴訟提起 

米国 フェアユース法理

（4 要素による判

断） 

NYT vs. OpenAI; 
News Corp vs. 
Pe rplexity 

大規模訴訟とライセ

ンス契約の併用 

欧州連合 AI 法、著作権指令

（透明性義務、オプ

トアウト） 

（規制遵守への働き

かけが中心） 
ロビー活動および規

制への関与 

中国 著作権法、生成 AI
サービス管理弁法 

「ウルトラマン」著

作権侵害事件 
サービス提供者の責

任を問う初期段階の

訴訟 

日米などで同時に進行している訴訟は、単に損害賠償を争うだけでなく、自らに有利な法的判

例を確立するための競争でもある。いずれかの主要な法域で下された最初の重要な判決は、他

の国々の裁判にも大きな影響を与え、進行中の訴訟の議論の方向性や、将来のあらゆるライセ

ンス交渉の条件形成に影響を及ぼすだろう。 

この観点から見ると、一連の訴訟は、必ずしも生成 AI の息の根を止めることを目的としている

わけではない。多くの出版社にとって、訴訟は AI 企業を交渉のテーブルに着かせ、コンテンツ

の公正な市場価格を確立するための戦略的な手段である。訴訟は AI 企業に法的・財務的な不確

実性をもたらし、ライセンス契約という安定した選択肢をより魅力的に見せる効果がある。訴

訟が最悪のシナリオ（巨額の賠償）を提示する一方で、ライセンス契約は双方にとって現実的



な出口戦略となり得る。つまり、訴訟の真の目的は、法廷での勝利そのものよりも、AI 学習デ

ータのための機能的なグローバルライセンス市場の創設を強いることにあるのかもしれない。 

 

第 5 章 Perplexity の反撃：商業を通じた和解の模索 
 

 

5.1. 敵対者からパートナーへ？：Perplexity の変容するナラティブ 
 

増大する法的圧力に直面し、Perplexity の対外的な姿勢は顕著な変化を見せている。米国の初

期の訴訟に対しては、メディアの「敵対的な姿勢」を批判し、彼らが「公に報道された事実を

所有しようとしている」と主張するなど、挑戦的な態度をとっていた 30。 

しかし、読売新聞からの提訴を受けると、その論調は一変した。Perplexity の広報担当者は、

「日本で生じさせた誤解」について謝罪の意を表明し、出版社が AI 時代に利益を得られるよう

尽力すると述べ、和解的な姿勢へと転換した 16。 

そして、このナラティブの転換を具現化するのが、新たな収益分配モデル「Comet Plus」の発

表である。この発表に際し、「ジャーナリズムが成功して初めて Perplexity は成功する」「AI
時代にふさわしいモデルで出版社に報酬を支払う」といった声明が出されており、同社が自ら

を略奪者ではなく、報道業界のパートナーとして再定義しようとする明確な意図が読み取れる 
31。 

 

5.2. 「Comet Plus 」という賭け：収益分配モデルの詳細な検証 
 

Perplexity が打ち出した対抗策の中核が、新たな収益分配モデル「Comet Plus」である。 

仕組み 
同社は、出版社への支払いのために、まず 4,250 万ドルの資金プールを確保した 30。このプ

ログラムの原資は、月額 5 ドルの新たなサブスクリプション「Comet Plus」および、既存の有

料プラン（Pro, Max）の収益である 31。 
収益分配率 
Perplexity は、サブスクリプション収益の 80%を出版社の資金プールに分配し、残りの 20%を



自社の「計算コスト（compute）」に充当するという、80 対 20 の分配率を提案している 
46。 
支払いが発生するトリガー 
出版社への支払いは、3 種類の利用形態に基づいて行われる。①Comet ブラウザからの直接的

なサイト訪問、②AI が生成した回答内での引用、そして③AI アシスタントが利用者に代わっ

てコンテンツにアクセスする「エージェントトラフィック」である 46。 
 

5.3. 和解案か、法的防御か？：戦略的意図と実行可能性の評価 
 

この「Comet Plus」の発表は、複数の戦略的意図を持つと分析できる。 

和解案として 
第一に、これは激怒する出版社をなだめ、訴訟に代わる解決策を提示しようとする明確な和解

の申し出である 31。出版社が補償を受けるべきであるという彼らの主張を、一定程度認める形

となっている。 
法的防御として 
第二に、これは巧妙な法的防御戦略でもある。このモデルの存在を盾に、Perplexity は法廷で

「我々は著作権者の利益を不当に害してはいない。なぜなら、対価を支払う仕組みを構築し、

提供しているからだ」と主張することが可能になる。これは、原告側の経済的損害に関する主

張の根幹を、事前に対処しようとする試みである。 
実行可能性への疑問 
しかし、このモデルが大手出版社を満足させられるかは未知数である。直接購読や大規模なラ

イセンス契約で得られる収益と比較して、この分配モデルから得られる金額が十分に大きいも

のになる保証はない 50。このモデルの成否は、Perplexity の有料プランに膨大な数のユーザー

が加入するかどうかにかかっている。 
このモデルの設計は、「ゼロクリック」問題への直接的な回答となっている点が注目される。

特に「エージェントトラフィック」という概念は、将来、AI エージェントが人間に代わってウ

ェブを閲覧し、従来の広告モデルが全く機能しない新たなトラフィック形態が主流になること

を見越した、先進的な試みである。Perplexity は、未来のウェブ経済のための支払いレール

を、訴訟という圧力の中で今日構築しようとしているのである。 

同時に、この一方的なモデルの提示は、Perplexity が「AI 時代のニュースコンテンツの価値」

の基準価格を自ら設定しようとする試みでもある。もしこの提案が一部の小規模な出版社に受

け入れられれば、メディア業界の統一戦線を分断する効果を持つかもしれない。しかし、もし

大手出版社から「安すぎる」と拒絶され、裁判所からも形だけの努力と見なされれば、この賭

けは裏目に出るリスクもはらんでいる。 

 



第 6 章 結論：情報とイノベーションの変曲点 
 

 

6.1. 対立の総括 
 

読売新聞に続く、朝日新聞と日本経済新聞の共同訴訟は、日本の報道業界が生成 AI という破壊

的な力に対して、その存続をかけて立ち向かう重大な変曲点を象徴している。この対立は、著

作権という知的財産の根幹とジャーナリズムの経済的存続可能性を、AI 産業を推進する強力な

技術革新の要請と天秤にかけるものである。 

 

6.2. 司法判断の行方 
 

● 原告勝訴の場合：新聞社側の主張が認められれば、日本の「機械学習パラダイス」は大幅

に制限されることになる。AI による最終的なアウトプットの生成が「享受」目的と見なさ

れ、ビジネスモデルの代替が「不当な利益侵害」に該当するという強力な判例が確立され

る。これにより、Perplexity を含む AI 企業は日本市場でのライセンス契約締結を余儀なく

され、世界中の出版社の交渉力を高めることになるだろう。 
● 被告勝訴の場合：Perplexity 側の主張が認められれば、著作権法第 30 条の 4 の広範な適

用が再確認され、日本の技術革新を重視する姿勢が堅持される。これは報道機関の法的影

響力を弱め、対価を得るためには AI 企業が主導する収益分配モデルを受け入れざるを得

ない状況へと追い込む可能性がある。 
● 和解による決着：最も現実的なシナリオは、法廷外での和解である。双方にとって訴訟の

長期化はリスクが高く、不確実性も大きい。進行中の訴訟を最大の交渉材料として、出版

社側が有利な条件でのライセンス契約を Perplexity と締結するという形で決着する可能性

が高い。 

 

6.3. デジタルエコシステムの未来 
 

この訴訟の具体的な結果がどうであれ、この対立はコンテンツ制作者と AI プラットフォームの

関係を恒久的に変えるだろう。我々は、許諾なくデータを収集することが半ば常態化していた



時代から、質の高いデータが交渉され、ライセンスされる商品となる新たな時代へと移行しつ

つある。 

今後のデジタルエコシステムにおける中心的な問いは、コンテンツ制作者に対価が支払われる

「べきか」ではなく、それが「どのように」「いくらで」、そして「誰の条件で」支払われる

かである。訴訟、団体交渉、そしてプラットフォーム主導の収益分配という三つ巴の力学が、

AI が駆動する未来のインターネットの経済構造を形作っていくことになるだろう。 
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